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最初にお読みください。 

ご使用前に必ず本書をお読みください。 

将来いつでち使用でさるよラに大切に保管してください。 










「〇取扱説明書の分冊構ぶについて 


本製品の取扱説明書は、なのような構成になっています。目的に応じてお読みいただき、本製品を十 
分にご活用ください。 



このマークび付いているガイドは、製品に同捆されている紙マ 
ニユア ルです。 


y このマークび付いているガイドは、付属の取扱説明書 CD-ROM に 
皆0勢収め6れている PDF マニュアルです。 


•プリンタを設置ずるには 
•パソコンと接続ずるには 
• オプシヨン品を取り付けるには 





-トラブルの簡をなお巧方法を巧るには 
• プリンタの簡をな®いかたを巧るには 

• 昼本的なほいかた巧知るには 
•困ったとをには 

• いろいろなネットワークの設定方まを巧るには 
•操作パネルを巧ってプリンタを設定ずるには 
• Web ブラウザか6プリンタを操作-設定ずるには 


かんたん操作ガイド 
ユーザー ズガイド ]B 

ネツトワークガイド/本編 ] H 
UPS 機能ガィド I 圖 

y モート UI ガイド H 


n 売の取臟明書 _ 

お求めについては販売店にご相談ください。 


プ□グラ7—ズマニュアル 
オブシヨン品靴)!の取扱説明書 


UPS 対応のプ U ンタドライバや印刷の設定プ□グラムなどを作成す 
るプ□グラマー用の取扱説明書です。 

オプション品の設置のしかたや使いかたを説明しています。 


PDF 形式のマニュアルを表示するには、 Adobe Reader/Adobe Acrobat Reader び必要です。ご使用のシステムに Adobe Reader/Adobe 
Acrobat Reader びインストールされていない場合は、アドビシステムズ社のホームぺージか6ダウン□—ドし、インストールしてください。 



































「4 本書の構ぶについて 

設置する前に Piit * 絲 

プリンタの設置 の郎滴が巧 斤 n > 

fejcfe ^ オプション品の取り付け 
cx ^ プリンタの動作と機能を確認する … 

fc >4^ t ^^ 付録 

各部の寸法や、ソフトウェアのバージョンアップ方法、保守サービスのご案内などを 
掲載しています。 


設置サービスのご案内 

本製品の設置は、設置ガイドおよびユーヴーズガイドをご一読いただ< ことで簡単に 
行えますが、設置について不安な場含や、遠隔地に設置をご希望される場合には、専 
門のサービスマンが設置を有償で行います。本製品をお買い上げの販売店などへ依頼 
して < ださい。 


•本書に記載されている内容は、予告なく変更されることびあります。あらかじめ、ご了承ください。 

• 本書に万一ご不審な点や誤り、または記載漏れなどお気付きのことびありましたら、ご連絡ください。 
• 本書の内容を巧断で転載することは禁止されています。 
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はじめに 


このたびはキヤノン LBP 3410 をお買い上げしすこだき、誠にありびとうございます。本製品の機能 
を十分にご理解いただを、より効果的にご利用いただくために、ご使用前にこの取扱説明書をよくお 
読みください。また、お読みいただをました後ち大切にイ呆菅してください。 

本書の読みかた 


マークについて 


本書では、安全のためにお守りいただきたいことや取り扱い上の制限-ま意などの説明に、 
下記のマークを付けています。 


A 警告 取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負ラ恐れのある警告事項び書かれ 
ています。安全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りくださ 
し、。 


A を意 取り扱いを誤った場合に、傷害を負ラ恐れや物的損害び発生する恐れのあるま 
意事項び書かれています。安全に使用していただ<ために、必ずこのミ主意事項 
をお守りください。 


重要 


操作上、おず守っていたださたい重要事項や制限事項び書かれています。誤っ 
た操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みください。 


(gZE 操作の参考となることや補足説明び書かれています。お読みになることをおす 
ずめします。 


キー.ボタンについて 


本書では、キー-ボタン名称を(下のように表しています。 

•操作パネル上のキー：[キー名称] 

例：[オンライン] 

[ユーティ I 」ティ] 

. コンピュータ画面上のボタン：[ボタン名称] 

例： [0 K ] 

嚴进 


略称について 


本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 
Microsoft Windows operating system : Windows 
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規制について 


商標について 


Canon、Canon □ユ L 目 P 、 UPS は、キヤノン株式会社の商標でず。 

Adobe、Adobe Acrobat、Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (ア 
ビシステムズ社）の商標です。 

Apple 、 AppleTalk 、 EtherTalk 、 Mac 日 S 、 Macintosh は、米国およびその他の国で登 
録されている Apple Inc . の商標です。 

HP 、 HP - 白 L は、米国 Hewlett-Packard Company の米国の商標です。 

I 目 M は、米国 International Business Machines Corporation の商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標です。 

UNIX は、 The 日 pen 白 roup の米国およびその他の国における登録商標です。 

Ethernet は、米国 Xerox Corporation の商標です。 

ESC / P は、セイコーエプソン株式会社の商標です。 

PC - PR 201/8 日 A は、曰本電気株式会社の商標です。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 
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原稿などを読み込む際のミ主意事項 


L ソ下を原稿として読み込むか、あるいは複製し加工すると、法律により罰せられる場合びあ 
りますのでごミ主意ください。 


■ 著作物など 

他人の著作物を権利ちに無断で複製などすることは、個人的または家庭内その他これに 
準ずる限られた範囲においての使用を目的とする場合を除を違法となりまず。また、人 
物の写真などを複製などする場合には肖像権び問題となることびありまず。 

■ 通貨、有価罰券など 

L ソ下のちのを本物と偽って使用する目的で複製すること、またはその本物と紛らわしい 
ちのを作成することは法律により罰せられまず。 

•紙幣、貨幣、銀行を（外国のちのを含む） •株券、社債ま 

•国債証ま、せち債証券 •手巧、ル切手 

•郵便為替証書 •定期券、回数券、棄車券 

•郵便切手、印紙 •その他の有価証券 

■ 公文書など 

L ソ下のちのを本物と偽って使用する目的で偽造することは法律により罰せられます。 

-公務員または役所び作成した免許証、登記簿膽本その他の証明書や文書 
-私人び作成した契約書その他権利義務や事実証明に関する文書 
•役所または公務員の印霞、署名または記号 
• あ人の印霞または署名 


関巧法律 

•刑法 

• 郵便法 


-著作権法 

• 郵便切手類模造等取締法 


• 通貨巧証券模造取締法 

• 印祇犯罪処罰ま 


• 外国二於テ流通スル貨幣祇幣銀行券証券偽 

. 印祇等模造取締法 


造変造及模造二関スル法律 
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A 安をにお ffi いいただ < ために 


本製品をお使いになる前に、この「安全にお使いいただくために」をよくお読みいたださ、 
正しくご使用ください。ここに書かれている警告•ま意事項は、お使いになる人や他の人へ 
のを害、財産への損害を未然に防ぐための内容でずので、必ずお守り < ださい。また、本書 
に記載されていることしツ外は行わないでください。 


設置について 


A •アルコール、シンナーなどの弓 I 火性;'容剤のおくに設置しないでください。弓 I 火性溶剤が製品 

q 内部の電気部品などに接軸すると、火がや感電の原因になりまず。 

• 製品の上に次のよラな物を置かないでください。これ！5が製品内部の電気部品などに接軸す 
ると、火災や感電の原因になります。 

製品内部に入った場合は、直ちにプリンタとコンピュータの電源をオフにし①、 US 日ケー 
ブルを接続している場合は、 US 巨ケーブルを抜いてください⑤。そのあと、電源プラグを 
抜いて感、アース線を取り外し®、お買いホめの販売店にご連絡ください。 

. アクセヴリーなどの金属物 

-コップや花瓶、植木鉢などの水や液体が入った容器 














































A 胃 •ぐ 6 ついた台の上や傾いた巧などの不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでくださ 
' し' i 。 落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがあります。 

•製品には通気□びありますので、壁や物でふさがないよラに設置してください。またベッド 
やソファー、毛足の長いじゅラたんなどの上に設置しないでください。通気□をふさがれる 
と製品内部に熱がこもり、火災の原因になることがありまず。 

-製品を次のよラな場所に設置しないでください。火災や感電の原因になることがあります。 

-湿気やほこりの多い場所 

-調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 
-雨や雪が降りかかるよラな場所 
-水道の蛇□付近などの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
-高温になる場所 
-火気におい場所 

•製品を設置する場合は、製品と床面、製品と製品の間に手などを挟まないよラに、ゆっくり 
と慎重に行ってください。手などを挟むと、けがの原因になることがありまず。 
•インタフェースケーブルを接続する場合は、本書の指示に従って正しく接続してください。 

正しく接続しないと、製品の故障や感電の原因になることがあります。 

•製品を持ち運ぶ場合は、本書の指示に従って正しく持ってくださし、製品を落としたりし 
て、けがの原因になることがありまず。（■♦設置場所に運び、プ U ンタ列部の砸包材を取り 
外す： P .2-3) 


電源について 


ム警告 


•電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでくださし、また重いものを置し、 
たり、引っぱったり、無理に巧げたりしないでください。傷ついた部分か！5漏電して、火災 
や感電の原因になります。 

•電源コードを熱器具に近づけないでください。コードの被覆が；'容けて、火災や感電の原因に 
なります。 

•属れた手で電源プラグを振き差ししないでください。感電の原因になります。 

-タコ足配線はしないでください。火災や感電の原因になります。 

•電源コードを束ねたり、結んだりしないでください。火災や感電の原因になります。 

•電源プラグは電源コンセントの奥までしっかりと差し込んでください。しっかりと差し込ま 
ないと、火がや感電の原因になります。 

• 付属の電源コード政外は使用しないでください。火災や感電の原因になります。 
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•アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、火災や感電の 
原因になります。 



• アース線を接続ずるとさは、总下の点にご注意ください。 

[アース線を接続してちよいちの] 

-電源コンセントのアース線端テ 

•接地工事 （ D 種）が行われているアース線端子 

[アース線を接続してはいけないちの] 

. 水道管…配管の遠中でプラスティックになっている場合があり、その場合にはアースの役 
目を果たしません。ただし、水道局がアース対象物として許可した水道管にはアース線を 
接続でさまず。 

-ガス管•••ガス爆発や火災の原因になります。 

-電話線のアースや避雷針•••落雷のときに大きな電流が流れ、火災や感電の原因になりま 
ず。 

•原則的に延長コードを使用しての接続やタコ足配線はしないでください。やむを得ず延長 
コードを使用したり、タコ足配線をずる場合は使用者の責任において、喊下の点に注意して 
ご使用ください。誤った使いかたをずると、火災や感電の原因になります。 

-延長コードに延長コードの接続はしないでください。 

•製品を使用した状態で、電源プラグの接続部分の電圧が、定格銘版ラベル（製品背面に記 
載）に明をされている電圧になっているかを確認してください。 

•延長コードは定格銘版ラベル（製品背面に記載）に明示されている製品に必要な電流値に 
比べて十分に余裕のあるものをご使用ください。 

-使用時は束ねをほどさ、電源コードと延長コードの接続が確実になるよラに奥まで電源プ 
ラグを差し込んでください。 

-延長コードが異常に発熱していないか、定期的に確認してください。 

-アース線を接続ずる場合は、必ず電源プラグを電源コンセントに接続する前に巧ってくださ 
し、。また、アース線を取り外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントか5振いて巧って 
<ださい。 


A ミち意 • 表をされた似外の電源電圧で使用しないでください。火災や感電の原因になることがありま 
す。 

•電源プラグを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。電源コードを引っぱると、 
電源コードの芯線の露出、断線など電源コードが傷つき、その部分か5漏電して、火災や感 
電の原因になることがありまず。 

•いつでち電源プラグが振けるよラに、電源プラグの周0には物を置かないでください。非常 
時に電源プラグび抜けなくなります。 


X 






























取り扱いについて 


A •製品を分解したり、改造したりしないでください。内部には高圧■高温の部分があり、火災 

" や感電の原因になりまず。 


•電気部品は誤って取り扱ラと思わめけがをしてち険です。電源コードやケーブル類、製品内 
部のギアや電気部品に子供が触れないように注意してくださし、。 

•異常な音びしたり、煙び出たり、熱び出たり、変なにおいがした場合は、直ちにプ U ンタと 
コンピュータの電源をオフにし、 USB ケーブルを接続している場合は、 US 巨ケーブルを抜 
いてください。そのあと、電源プラグを巧いて、アース線を取りがし、お買いホめの販売店 
にご連絡ください。そのまま使用すると、火がや感電の原因になります。 

• 製品の近くでは可燃性のスプレーなどは使用しないでください。スプレーのガスなどが製品 
内部の電気部品などに接触すると、火がや感電の原因になりまず。 

•製品を移動させる場合は、必ずプ U ンタとコンピュータの電源をオフにし、電源プラグを抜 
き、インタフェースケーブルを取り外してください。そのまま移動すると、電源コードやイ 
ンタフェースケーブルび傷つさ、火災や感電の原因になります。 

•製品内部にク U ップやステイプル針などの金属片を落とさないでください。また、水、液体 
や引火性溶剤（アルコール、ベンジン、シンナーなど）をこぼさないでください。これ5が 
製品内部の電気部分に接触すると、火災や感電の原因になります。これ5が製品内部に入っ 
た場合は、直ちにプ U ンタとコンピュータの電源をオフにし、 USB ケーブルを接続してい 
る場合は、 USB ケーブルを抜いてください。そのあと、電源プラグを抜いて、アース線を 
取りがし、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

• 電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを接続するとをは、アー 
ス線び接続されていることを確認してか5行ってください。アース線が接続されていない状 
態で巧ラと、感電の原因になります。 

•電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを振き差しするときは、 
コネクタの金属部分に觸れないでください。感電の原因になりまず。 


A 注意 


•製品の上に重いものを置かないでください。置いたものが倒れたり、落ちてけがの原因にな 
ることがありまず。 

• メインボードや RAM 、 R 日 M の取り扱いには注意してくださし、。メインポードや RAM、ROM 
の角や部品の鋭利な部分に軸れると、けがの原因になることがありまず。 

•夜間などで長時間ご使用にな5ない場合は、ま全のため電源をオフにしてください。また、 
連休などで長時間ご使用にな5ない場合は、安全のため電源をオフにし、電源プラグを巧い 
てぐださい。 

• 排紙部の□ーラにはあ服や手などをおづけないでください。印刷中でなくても□ーラが急に 
回転し、巧服や手などがきき込まれて、けがの原因になることがあります。 

•レーザー光は、人体に有害となる恐れがあります。そのため本製品では、レーザー光はレー 
ザースキャナユニッ 卜内にカバーで密閉されており、お客様が通常の操作をずる場合には 
レーザー光が漏れるむ配は全くありません。安全のために切下の注意事項を必ずお守りくだ 
さい。 
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• 本書で指示された LU 列のカバーは、絶対に開けないでください。 

-レーザースキャナユニットのカバーに貼ってある注意ラベルをはがさないでください。 



. 万ーレーザー光が漏れて目に入った場合、目に障害が起こる原因になることがあります。 
•この製品は IEC 目082已 -1:2007 においてクラス1レーザ製品であることを確認してい 
まず。 


保守/点検について 


A •清掃のときは、プリンタとコンピュータの電源をオフにし、 US 巨ケーブルを抜き、電源プ 

= ラグを抜いてください。火災や感電の原因になります。 

•電源プラグを定期的に振を、その周辺およびコンセントにたまったほこりやミちれを、乾いた 
巧で}式き取ってください。ほこり、湿気、油煙の多いところで、電源プラグを長期間差した 
ままにずると、その周囲にたまったほこりが湿気を吸って絶縁不良となり、火災の原因にな 
ります。 

-清掃のときは、必ず水または水で薄めた中性洗剤を含ませて固く絞った巧を使用してくださ 
し、。アルコール、ベンジン、シンナーなどの弓 I 火性溶剤は使用しないでくださし、。引火性溶 
剤が製品内部の電気部品などに接軸ずると、火災や感電の原因になります。 

•製品内部には高圧になる部分があります。紙づまりの処理など内部を点検するときは、ネッ 
クレス、ブレスレットなどの金属物が製品内部に触れないように点検してください。やけど 
や感電の原因になりまず。 

• 使用済みのトナーカートリッジを火中に投じないでくださし ' i 。 トナーカートリッジ内に残っ 
たトナーに引火して、やけどや火災の原因になります。 


A 江 后、 


•製品内部の定着器周辺は、使用中に高温になりまず。紙づまりの処理など内部を点検すると 
きは、定着器周辺に軸れないように点検してください。やけどの原因になることがありまず。 

• 紙づまり処理やトナーカートリツジを交換ずるときは、トナーで衣服や手をミちさないよラに 
注意してください。巧服や手が巧れた場合は、直ちに水で洗い济してください。温水で洗ラ 
とトナーが定着し、ミちれがとれなくなることがあります。 

•紙づまりで用紙を製品内部か5取り除くとさは、紙づまりしている用紙の上にのっている卜 
ナーが飛び散5ないよラに、 T 寧に取り除いてください。トナーが目や□などに入ることが 
あります。トナーが目や□に入った場合は、直ちに水でミ先い流し、医師と相談してください。 

•用紙を補給するときや紙づまりを取り除くときは、用紙の端で手を切ったりしないよラに、 
注意して扱ってください。 






















消耗品について 


ム警告 

-トナーカート U ッジを火中に投じないでください。トナーに引火して、やけどや火災の原因 
になりまず。 

-トナーカートリッジ、用紙は火気のある場所に保管しないでください。トナーや用紙に引火 
して、やけどや火災の原因になりまず。 

A ミ主意 

トナーカート U ッジなどの消耗品は幼巧の手が届かないところへ保管してください。ちし卜 
ナーカートリッジ内のトナーを飲んだ場合は、直ちに医師と相談してください。 


その他 


A 警告 

トナーカート U ッジか5微弱な磁気び出ています。む臓ペースメーカーをご使用の方は、異 
常を感じたトナーカートリッジか5離れてください。すぐに、医師にご相談ください。 
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設置ずる前に 


CHAPTER 


この章では、本プリンタに装着可能なオプション品の紹介と取り付け手順、設置場所のミ夫め— 
かたについて説明していまず。 


オプション品について .1-2 

ぺーパーフイーダ .1-2 

おお RAM .1-3 

コント□-ル ROM .1-4 

プ□グラマーズマニュアル . 1-5 

設置手順について .1-6 

オプション品の取り付け位置 .1-6 

設置の手順 .1-7 

設置場所について .1-8 

設置環境 .1-8 

設置スぺース . 1-10 

















オプション品について 


本プ1」ンタの機能をフルに活かしてお使いいただくために、次のよラなオプション品を用意 
しています。必要に応じてお買いホめください。オプション品については、本プ U ンタをお 
買いホめになった販売店にお問い合わせください。 


ぺーパーフイーダ 


本プ I 」ンタは、標準状態で給祇力たットと手差しトレイの合計2つの給紙元がありまず。才 
プシヨンのペーパーフィーダを装着ずると、最大3つの給祇元を使巧することが巧能です。 
ペーパーフィーダユニット PF - 3日は、ペーパーフィーダと給紙カセットがセットになって 
います。 

給紙カセットには、 A 4、 目己、 A 已、 U - 力‘ル、レター、エグゼクティブサイズと政下のユー 
ヴ設定サイズの用紙を普通紙（日4邑 / m 2 の場合）で最大約己日0枚までわットでさます。 

. 縦置きの場合：幅] 48.日〜21己.日 mm 、 長さ 210.0- 3己己.目 mm 

•横置きの場合 （UPS LX プ U ンタドライバ使用時のみ）：幅210.日〜21已 .9 mm 、 長さ 
21 0.0 〜21已 .gmm 



メモ I •ペーパーフィーダは、 LBP341 日専用です。他の機種巧のペーパーフィーダは使用でき 
ません。 

•ペーパーフィーダの取り付けかたについては、「ぺーパーフィーダ」（一 P.3-2) を参照し 
て < ださし、。 


謹ずる前に 
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オプション品について 













拡張 RAM 


お張 RAM は、メモ U 容量を化張するための増設メモリです。本プ U ンタは日 4 MB のメモ 
1」を標準装備しています。お張 RAM は1個増設可能で、メモ U 総容量を最大 320 MB ま 
で増やすことび可能です。 



総 RAM 容量（お張 RAM 容量） 

印字保証サイズ 

64 (標準） 

A4 

128 (+ 曰 4MB) 

B 己X 8 

192 (+ 1吕 8M 日） 

巨已X ] 白 

320 (+ 吕已 6M 巨） 

A4 X 20 


表中に （+ ♦参 M 日）とあるのは、標準の RAM に加えて必要なオプションのお張 RAM の 
容量を示します。 

表中の印字保証サイズは、「階調処理」を「ヒョウジュン」に設定し、片面印刷する場合の 
値でず。また、用紙サイズは A 目系サイズを例にした場合の値です。用紙サイズ（面積）は 
大きい順に1」ーガル、 A 4、 レター、4面はびき、エグゼクティフ、 B 已、 A 已、往復はびき、 
洋お4号封筒、洋巧2号封筒、はびさでず。 


印刷時の階調処理や両面印刷の設定によって、次のよラに印字な証可能なサイズび変わりま 
す。上記の表の用紙サイズから換算して<ださい。 


設定項目 

設定値 

倍率 

階調処理 

標準 

等倍 

高階調 

] 店倍 

両面印刷 

しない 

等倍 

ずる 

] 店倍 


オプション品について 
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重要 


¢3 


• 拡張 RAM は、おず本プリンタに对応した 3.3 V 用 SDRAM DIMM をご使用くださし' 1 。キ 
ヤノン製拡張 RAM ( RD - 日 4 MR 、 RD -128 MR 、 RD -2 已目 MR ) のご使用をおすすめし 
ます。また、本プリンタに装着可能な拡張 RAM は!^の^の形状をしていますび、同じ形状 
のキヤノン製拡張 RAM ( RD - 日 4 MS 、 RD -128 MS 、 RD -2 已日 MS ) を使用することは 
でさません。 


本プリンタ用 SDRAM DIMM (3.3 V ) 


使用可 
切り义き 


• 従来のあお RAM □ IMM ( RD -4 M , RD -8 M 、 RD -16 M 、 RD -4 ME 、 RD -8 ME 、 RD -1 巨 ME 、 
RD -8 ML , RD -32 M し RD -64 ML ) は、使用できません。誤って使用した場合は、正し 
く動作しません。 


従来の RAM DIMM (3.3 V 、 

已 V ) 

P 使用不可 


^切 D 欠さ 



好メモ1 -オーバレイなどの大量の登録データを処理する場合に电あお RAM の増設び必要です。 

• あお RAM の取り付けかたについては、 「 RAM / ROM 」(- P .3-13) を参照してください。 


コント □— J レ ROM 


コント□ール ROM は、エミュレーシヨンモードを追加するための R 日 M です。本プリンタ 
を、お使いのパソコンに対応した専用プリンタのよラに動作させることがでさます。1枚の 
コント□ール ROM に、次のエミュレーシヨンモードとフオントが収録されています。 

. PC - PR 20 1 /80 A プリンタ エミュレーシヨ ン（標準 N 2 日]) 

-旧 M 已已77プリンタエミュレーシヨン 

• HP -7 已已日目 （ HP - GL ) プ□ッタエミュレーシヨン 

.バーコード用フオント ROM ( FR - 目 FV 2 CL 相当） 

•バーコード用フオント （ EAN -128、 標準料金代理収納用 EAN -1 S 8) 

本プリンタには、このコント n —ル ROM を1個のみ増設可能でず。 
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オプション品について 






















重要 


•コント□-ル R 日 M は、必ず本プ U ンタに对応したもの （ CR - MEQ ) をご使用ください。 
また、本プ U ンタに装着可能な]ント□ール R 日 M は政下の形状をしていますび、同じ形 
状のキヤノン製コント□-ル ROM に R - MEN 、 CR - MEO ) を使用ずることはできません。 


本プリンタ用 ROM DIMM (3.3 V ) 











•従来のつント□一 J レ ROM ( CR - 已己77/2、 CR -3 已白/2、 CR - 已273/2、 CR -7 已已 0/ C 、 
CR -20 1 /2、 CR - ES /2、 CR - 已己 77 L 、 CR -3 已白 L 、 CR - 已273し CR -7 己已〇し CR -201 L 
CR - ES し CR - MEL 、 CR - MES 、 CR - HIS 、 CR - HIT ) は、使用できません。誤って使用 
した場合は、正しく動作しません。 


従来の ROM DIMM (3.3 V ) 従来の ROM DIMM (3.3 V ) 従来の ROM DIMM (己 V ) 




使用不可 
2 mm 


約 4 mm 


使用不可 
-約 2 mm 


-約2.已 mm 


使用不可 


地 


約 4 mm 


メモ I コント□-ル R 日 M の取り付けかたについては、 「 RAM / R 日 M 」 （一 P .3-13) を参照して 

ください。 


プログラマーズマニュアル 


本プ U ンタ用のプ U ンタドライバや印刷設定プログラムなどを作成するための、プ□グラ 
マー用の取扱説明書です。次の3種類び用意されています。 

-プ□グラマーズマニュアル「ソフトウエア概説書4.2」 

( LIPS コマンドの概要を巧るための取扱説明書） 

•プ□グラマーズマニュアル「コマンドリファレンス4.2」 

( LIPS コマンドの手引き） 

•プ□グラマーズマニュアル「クックブック4.2」 

(プログラムサンプル集） 


4^メモ I LIPS IV のプ□グラマーズマニュアルは、キヤノンホームぺージか6ダウン□ー ドずるこ 
とびでさます。 


オプション品について 
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設置手順について 


本プ1」ンタは、取り付けるオプション品によって、設置する手順び異なります。お買いホめ 
になったオプション品の内容を確認し、次表の手順で作業を行ってください。 


ン品の取り付け位置 
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設置手順について 






















設置の手順 


お客様の設置状況に合わせ、該当する手順にそって作業を進めて<ださい。オプション品を 
取り付けない場合は、（オプション）と表記された手順は読み飛ばしてください。 


D 

ぺーバーフイーダの設置 （- P .3 -吕） なノ シヨ ソ） 


a 

プリンタ本体の設置（一 P .2-3) 



トナーカートリッジのセット（一 P .2-7) 


D 

用紙のセット（一 P .2-14) 


D 

RAM / R 日 M の取り付け（一 P .3-13) 

(オプション） 


D 

本体とパソコンの接続（一 P ぶ- 20) 


D 

電源コード、アース線の接続 （一 P .2-2 己） 


設置手順について 
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設置場所について 


本プ U ンタを安全かつ快適にご使用いただくために、「設置環境」に記載されている「温度 
/湿度条件」、「電源条件」、「設置条件」を満たした場所に設置してください。 


重要 


本プリンタを設置ずる前に、「安全にお使いいただくために」 （-^ p . vni ) を必ずお読みくだ 
さし、。 


ミ凡呈 I 四お 

、 欧置お坑 


本プ U ンタの設置場所は、次の環境条件を考慮の上、お選び< ださい。 


;皿度/通度ホ件 

温度、湿度び次の範囲内の場所でご使用ください。 

•周囲温度：10〜3と 5 °C 

•周囲湿度； 20〜8096 RH (結露のないこと） 


重要 


•巧のような場合は、プ IJ ンタ内部に水滴び生じる（結露）ことびあります。本プリンクを 
周囲の温度や湿度に慣日ずために、2時間な上放置してか5ご使用ください。 

-本プリンタび設置されている部屋を急激に暖めた場合 
-本プリンタを温度や湿度びおい場所か5高い場所へ移動させた場合 

-プ I 」ンタ内部に水滴び生じると、用紙の搬送に不具合び起こり、紙づまりの原因となった 
り、印刷不良となることびあ0ます。 


■ 超音波加湿器をご使用のお客様へ 

超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用になりまずと、水中の不純物び 
大気中に放出され、プ U ンタの内部に付着して画像不良の原因となります。ご使用の際 
には、純水などす純物を含まない水のご使用をおずすめします。 


本プ U ンタの最大消費電力は810 WliTF です （ A 巳] 00 V ±10%.已0/日 OHz ± 2 Hz )。 
電気的なノイズや許容範囲を超える電源電圧の降下は、本プ U ンタだけでなく、パソコン本 
体の誤作動やデータ消失の原因になることびあります。 

電源を接続するときは、なの事項をお守りください。 

•必ず]已 A しソ上の電源コンセントに、プリンタの電源を接続してください。 

-アース線を接続してください。 

お使いの電源について不明な点びあれば、ご契約の電力会社またはお近くの電気店などにご 
相談ください。 
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設置場所について 






ム警告アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場合は、义巧や感電 
①原因になりまず。 



重要 


•一つの電源コンセントを本プ U ンタ専用にしてください。同一電源コンセント上の他の差 
し込み□は、使用しないでください。 

•パソコン本体の補助コンセントに電源を接続しないでください。 

•複写機や エアコン、 シュレッダーなど、消費電力の大きな機器や電気的ノイズを発生する 
機器と同じコンセントに電源を接続しないでください。 


設置条件 

本プリンタは、次のよラな場所に設置してください。 

• 十分なスペースび確保でをる場所 
•風通しがよい場所 
• 平坦で水平な場所 

. 本プリンタおよびオプション品の質量に耐えられる十分な強度のある場所 

ik 警告アルコール、シンナーなどの引火性溶剤の近くに設置しないでください。弓 I 火性溶剤が製 
品内部の電気部品などに接邮すると、火災や感電の原因になります。 

ik ま意•本プ U ンタを次のよラな場所に設置しないでください。火災や感電の原因になることがあ 
ります。 

•湿気やほこりの多い場所 

•調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 
-雨や雪が降りかかるよラな場所 
-水道の蛇□付近などの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
-高温になる場所 
-火気に近い場所 

-ぐ！5ついに台の上や傾いた巧などの不安定な場所、振動の多い場所に設置しないでくださ 
し、。落ちたり倒れたりして、けがの原因になることがありまず。 


設置場所について 
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重要 


本プ u ンタは次のよラな場所に設置しないでください。故障の原因となることびありま 
す。 

•急激な温度変化や湿度変化びある場所や結震の発生する場所 
• 風通しの悪い場所 
• 磁気や電磁波を発生する機器のお< 

•実験室など、化学反応を起こすよラな場所 

• 空気中に、塩分やアンモニアガスなどの腐食性または毒性のガスを含んでいるよラな場 
所 

•本プリンタおよびオプション品の質量で歪んだり、沈む可能性のある場所（じゅラたん、 
畳などの上） 


設置スペース 


本プ1」ンタの周囲には、次のよラな空間を確保し、本プ1」ンタの質量に耐えられる場所を選 
んで設置してください。周囲に必要なサ法、足の位置はなのよラになっています。 

周囲に必要なスペース 


■ 標準化態 


前面^ • 



(mm) 
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■ペーパーフィーダ装着状態 


前面 I 


1243 


(mm) 


575 ' 


§ヴブ扫除氏トレイ 


I 

I ; 

1 

1 ! 

等 1 ! 

の. 1 


[1 

丽 f 

1 1/ . 

1 


Ood 运 
-— 

11 


給紙カセット 


100 



這 


足の位置 


■ プリンタ本体 



メモ I 前側の足の高さは 3mm 、 先端は 1 2mm x 1 2mm の正方形です。 

渡側の足の高さは 3 mm 、 先端は左側] 4 mm X 1 4 mm の正万■お、ち側] 2 mm x 1 2 mm 
の正方形です。 


設置場所について 1-11 


































































































■ ぺーパーフィーダユニット PF -36 

前面 ^ ■ (mm) 



嫁メ f I 前側の足の高さは 3mm、 先端は1 2mm x 1 2mm の正方形です。 

後側の足の高さは 3 mm 、 先端は1 8mm X 24 mm で形は■です。 


1-12 設置場所について 

















































プリンタの設置 


CHAPTER 


この章では、本プリンタをバッケージか S 取り出して設置するまでの手順について説明して 
いまず。オプション品を同時に取り付ける場合には、第3章「オプション品の取り付け」と 
併せてお読みください。 


バツケージの内容を確認する .2-2 

設置場所に運び、プリンタ外部の巧包材を取り列す .2-3 

プリンタ内部の ffl 包材を取りかし、トナーカート U ツジをセツトする .2-7 

給紙カセツトに用紙をセツトする .2-14 

バソコンと接続する .2-20 

USB ケーブルで接続する場合 .2-20 

LAN ケーブルで接続する場合 .2-22 

電源コードを接続ずる .2-2 已 

給紙カセツトの用紙サイズを登録する .2-27 
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パッケージの内容をお認する 


プ U ンタを設置する前に、パッケージに政下のものがすべて揃っているかを確認してくださ 
い。万一、不足しているものや破損しているものがあった場合には、お買い求めの販売店ま 
でご連絡ください。 



□プリンタ本体 

(給紙カセットび取り付け5れています。） 



□電源コード 




□ トナーカートリッジ □ 保証書 



□フェライトコア 



□取扱説明書 

■設置時にお読みください 
■ かんたん操作ガイド 



□ LIPS V User Software CD-ROM 
■ プリンタドライバ 
■ユーテイリテイソフト 



□取 f 及説明書 CD-ROM 
■ 設置ガイド 
■ ユーザーズ ガイド 
■ネッ トワークガイ ド/本編 
■ LIPS 機能ガイド 
■ リモート UI ガイド 


扬乂モ I •同おされているトナーカート U ツジの寿命は、 A 4 サイズで、 ns 日/ IEC 197日2」 * に準 
拠し、印字濃度び工場出荷初期設定値の場合、約日|00日ぺージです。 

* nso/lEC ] 日7日2」とは、国際標準化機構 （International Organization for Standardization ) 
より発行された「印字可能枚数の測定方法」に関する国際標準 


•交換用のトナーカートリッジは、2種類用意しています。ひとつは同個されているトナー 
カート IJ ッジと同じをの、ちラひとつはトナーカート U ッジの寿命び異なるをのです。交 
換用のトナーカート U ッジの詳細については、ユーヴーズガイド「第4章曰常のメンテ 
ナンス」を参照してください。 

•本プ U ンタにはインタフェースケーブルは付属していません。お使いのパソコン、または 
接続ち法に合わせてご用意ください。 USB ケーブルは、しソ下のマークびあるケーブルを 
ご使用ください。 



2-2 


パッケージの巧客を確認する 

























設置場所に運び、プリンタか部の烟包巧を取りかす 


設置場所び確保できたら、設置場所へ運び、プ U ンタ外部の捆包材を取りがします。プリン 
夕本体を持ち運ぶとさは、給紙カセツトを引さ出してから持ち運びます。 


重要 


•オプションのペーパーフィーダを取り付けるとさは、プ U ンタ本体をパッケージから取り 
出す前にペーパーフィーダを設置してください。ペーパーフィーダの設置方法について 
は、「ペーパーフィーダ」 HP .3-2) を参照してください。 

•設置場所には、オプション品の取り付けやケーブルの接続などを行ラためのスペースを確 
保しておいて < ださい。 


メモ] 個包材は予告なく位置-形状び変更されたり、追加や削除されることびあります。 


1 給紙カセットを引き出しまず。 



設置場所に運び、プリンタ外部の徊包材を取り外す 2-3 













2 プリンタ本体を設置場所へ運びます。 

プ U ンタ本体下部にある運搬用取っ手に、プ U ンタ前面か5手を掛け、両手でしっかり持つ 
て < ださし、。 



A}iM •本プリンタは、給紙カセット、トナーカートリッジを取り付けていない状態で約 14.9 k 旨 
あります。腰などを痛めないよラに注意して持ち運んでくださし、。 


2-4 


設置 場所に運び、プリンタ外部の姻包材を取り外ず 




































•絶対に本体前面や背面など、運搬用取っ手扮外の部分を持たないでください。落としてけ 
がの原因になることがあります。 



•必ずプリンタ前面か5持って、持ち運んでください。背面から持つとバランスを雨して、 
プリンタが落下し、けがの原因になることがあります。 



プ U ンタ本体の取0出し作業は、 
し、。 


周囲に十分なスペースびある広い場所で行ってくださ 



設置場所に運び、プリンタ外部の徊包材を取り外ず 


2-5 
































3 設置場所にゆっくりとおろします。 

A 注意 プ U ンタはゆっ<りと慎重におろして<ださい。手などを巧むと、けがの原因になること 
があります。 

4 給紙カセットをプリンタにセットします。 

給紙カセット前面び、プ U ンタの前面と揃うまで、しっかりと奥まで巧し込みます。 



5 プリンタに貼られているむ下のテープ （4 箇所）を取り外します。 



プリンタの設置 


2-6 


設置場所に運び、プリンタ外部の姻包材を取り外ず 


















プリンタ内部の烟包巧を取りかし、トナーカート 
IJ ツジをセットする 


本プリンタは、工場出荷状態ではトナーカート1」ツジは取り付けられていません。プリンタ 
内部の捆包なを取り外してから、必ず同巧されているトナーカート U ツジを取り付けてくだ 
さい。 

トナーカート U ツジの取り扱いについては、ューヴーズガイド「第4章日常のメンテナン 
ス」を参照してください。 

トナーカート U ツジから微弱な磁気が出ていまず。む臓ぺースメーカーをご使用の方は、 
異常を感じた5トナーカート IJ ツジか5離れてください。ずぐに、医師にご相談ください。 

A ■ま意 トナ-で巧服や手をミちさないよラに注意してください。巧服や手がミちれた場合は、直ちに 

水で洗い流してください。温水で洗5とトナーび定着し、ミちれびとれなくなることびあり 
まず。 


メモ]捆包巧は予告なく位置•あ巧び変更されたり、追加や削除されることびあります。 


1 前カバ_を開けます。 

前カパー上面にあるレノく一を巧しなび5、ゆっくりと開けます。 



プリンタ内部の個包巧を取りがし、トナーカートリッジをセツトずる 
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の 


重要 


図の位置にある高圧接点部 （ A ) や電気接点部（目）には、絶対に触れないでください。 
プ U ンタ故障の原因になることびあります。 


2 プリンタに貼5れているな下のテープ （4 箇所）と姻包材 （ A ) を取りが 
しまず。 

捆包材 （ A ) は、テープと一緒に取りかします。 
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プリンタ内部の捆包巧を取りがし、トナーカートリッジをセットずる 

























3 トナーカートリッジを保護袋か 5 取り出しまず。 

保護袋はトナーカート U ツジを傷つけないよラに、はさみなどで切って開けます。 



重要 


トナーカート U ツジび入っていた保護袋は、捨てずに保管しておいてください。プリンタ 
の方ンテナンスなど、トナーカート U ツジを取り出すとさに必要になります。 


4 トナーカートリッジを図のように持ち、ゆっくりと己〜6回振って、内部 
のトナーを均一にならします。 



重要 


-トナーび均一になっていないと、印字品質びお下します。この操作は必ず巧^ってください。 
-トナーカート U ツジはゆっくり振ってください。ゆつく0振5ないとトナーびこぼれるこ 
とびあ0ます。 


プリンタ内部の個包巧を取りがし、トナーカートリッジをセツトする 
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5 トナーカートリッジを平らな場所に置き、図のよラにタブを巧り①、卜 
ナーカートリッジを巧さえながらシーリングテープ（長さ約己 2 cm ) を 
ゆっくりと引き抜きます®。 

シ ー U ングテープは、タブに指をかけ、矢印の方向にまっすぐ引さ抜さます。 



A 注意 シ - U ングテープを勢いよく引き巧いたり、途中で止めたりずるとトナーび飛び散ること 

があります。トナーが目や□に入った場合は、直ちに水で洗い流し、医師と巧談してくだ 
さし、。 


重要 


-曲げて引いたり、上向きや下向きに引っ張!5ないでください。シー U ングテープび途中で 
切れ、完全に引き抜けなくなることびあります。 



-シー U ングテープは最後まで完全に引さ抜いてください。 シー I 」ングテープびトナー カー 
卜 U ツジ巧に残っていると、印字不良の原因になります。 


2-10 プリンタ内部の捆包巧を取りがし、トナーカートリッジをセットずる 




























•シ ー U ングテープを引き巧くときは、トナーカート U ッジメモ U ( A ) に触れたり、ドラ 
ム保護シャッター（巨）を手で巧さえつけないよラに気を付けて作業を行ってください。 



6 図のように矢印のついている面を上にして、トナーカートリツジを正し 
く持ちます。 



プリンタ内部の個包材を取り外し、トナーカートリツジをセツトずる 
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7 トナーカートリツジ左ちの （ A ) を本体內部のトナーカートリツジガイド 
に合わせて、奥に当たるまで巧し込みまず。 



2-12 プリンタ内部の捆包巧を取りがし、トナーカートリッジをセットずる 
























8 前 カバーを 閉めまず。 

前カバーはカチッと音びするまで、ゆっくりと完全に閉めます。 



重要 


•前カバーび閉ま5ないときは、トナーカートリツジの取り付け状態を確認してください。 

無理に前カバーを閉めると故障の原因になります。 

-トナーカート U ツジを取0付けたあと、前カバーを開けたまま長時間放置しないでくださ 
し、。 


プリンタ内部の個包巧を取りがし、トナーカートリッジをセツトずる 
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給紙カセツトに用紙をセツトする 


本プ U ンタの給紙カセットには、 A4、 目己、 A 已、 U- ガル、レター、エグゼクティブサイ 
ズとし U 下のユーヴ設定サイズの用紙を普通紙 (64g/m2 の場合）で約2已〇枚までセットで 
さます。 

-縦置きの場合：幅1 48.0-21 巳.日 mm、 長さ 210.0- 3已巳.日 mm 

•横置きの場合 （LIPS LX プ U ンタドライバ使用時のみ）：幅210。〜2^已.9mm、長さ 
21 0.0 〜21已 '9 mm 

給紙カセットの取り扱いについては、ユーヴーズガイド「第3章給紙-排紙のしかた」を 
参照してください。 


重要 


-給紙カセツトに定形用紙をセツトするとをは、必ず縦置きにセツトしてくださし、 



-印刷中に給紙カセツトを抜き取5ないでください。紙づまりや故障の原因になることびあ 
りまず。 


メモ」 -使用できる用紙の詳細は、ユーヴーズガイド r 第3章給紙‘排紙のしかた」を参照してく 
ださい。 


-ユーヴ設定サイズの用紙をセットする方法については、ユーヴーズガイド「第3章給紙- 
排紙のしかた」を参照してください。 


•ペーパーフィーダに用紙をセツトする方法については、ユーヴーズガイド「第3章給紙- 
排紙のしかた」を参照してください。 


-捆包材は予告なく位置-形状び変更されたり、追加や削除されることびあります。 


2-14 給紙カ セツ トに用紙を セツ トずる 
























給紙カセツトを引き出しまず。 



A ま意 用紙をセツトずるときは、必ず給紙カセツトをプ U ンタから取り出してセツトしてくださ 

し、。給紙カセツトを遠中まで引き出した状態で用紙をセツトずると、給紙カセツトが落ち 
たりプ U ンタび倒れたりして、けがの原因になることがあります。 


2 側面の用紙ガイドの□ック解除レバーをつまみなび5、セットする用紙 
サイズの位置に合わせて用紙ガイドを移動します。 

側面の用紙ガイドは左ちび連動しています。 （ A ) の部分をセットする用紙サイズに合わせ 
ます。 



メモ」 B 己サイズ （182 mm X 257 mm ) を使用ずる場合は、用紙ガイドをし1倍 B 己」に合わ 
せて < ださし、。 


プリンタの設置 


給紙カセツトに用紙をセツトずる 2-15 


























































3 後端の用紙ガイドの□ック解除レバーをつまみなが5、セットずる用紙 
サイズの位置に合わせて用紙ガイドを移動しまず。 

( A ) の部分をセットする用紙サイズに含わせます。 


曰 


f …■軍 a 「江己 X 13」の位置は巧用しません。 

4 用紙の後端を、用紙ガイドに合わせてセットします。 



oiM 用紙を補給するときは、用紙の端で手を切ったりしないよラに、注意して扱ってください。 



2-16 給紙カセツトに用紙をセツトずる 










































重要 


(3 


•必ず用紙ガイドびセツトする用紙サイズの位置に含っているかを確認してください。用紙 
ガイドびセツトする用紙サイズの位置に合っていないと、給紙不良の原因となります。 
•裁断状態の悪い用紙を使用ずると、重送しやすくなる場合びありまず。そのよラな場含 
は、用紙の束をよくさばき、用紙を平らな場所でよく揃えてか日セットしてください。 


メモ]レターへッドや□ゴ付さの用紙などに印刷する場含は、用紙の表面（印刷する面）を下に 
向け、のようにセットします。 

(◄ h ： 給紙方向） 




給紙カセツトに用紙をセツトずる 2-17 














5 用紙を図のように下へ押さえ、積載制限マーク （ A ) を超えていないか確 
詔し、用紙ガイドに付いているツメ（己）の下に用紙を入れます。 

用紙ガイドのツ^と用紙の間に十分ずき間びあることを確認してください。すき間び十分 
ない場合は、用紙をかし減日します。 



重要 


給紙カセットにセットできる用紙の枚数は、1;(下の通りです。絶対に巧紙ガイドの積載制 
限マークを超えない範囲でセットしてください。積載制限マークを超す量の巧紙をセット 
すると、給紙不良の原因となります。 

• 普通紙：約2日0枚 （64 g / m 2 の場合） 

-厚紙：約20日枚 （ 9日 g / m 2 の場合） 


6 給紙カセットをプリンタ本体にセットしまず。 

給紙カセット前面が、プ U ンタの前面と揃ラまで、しっか〇と與まで押し込みます。 



2-18 給紙カセツトに用紙をセツトずる 
















ム注意 給紙カセットをセットずるときは、指を挟まないように注意してください。 


•用紙残量表示について 

給紙カセットには、セットされている用紙の量をおす用紙残量表示 （A) びあ 
りまず。用紙びいっぱいまで入っていると、用紙残量表示び上びります。用紙 
び減るにしたびって表示び下びってをまずので、用紙の残量を巧る目まになり 
ます。 



本プ1」ンタの給紙カセットは、自動的に用紙サイズの検巧びでさないため、給紙カセッ 
卜にセットした用紙サイズを登録する必要びあります。 

用紙サイズの登録は、プ U ンタの電源を入れたあと、「給紙カセットの用紙サイズを登 
録ずる」（一 P.2-27) を参照して行ってください。 


プリンタの設置 


給紙カセツトに用紙をセツトずる 2-19 























パソと接続する 


本プ U ンタをパソコンやネットワークに、 USB ケーブルやネットワークケーブルで接続し 
ます。本プリンクは、 US 目コネクタ、 LAN コネクタを標準装備しています。 


场 メモ I •本プ U ンタにはインタフェースケーブルは付属していません。お使いのパソコン、または接続方 
法にをわせてご用意ください。 US 日ケーブルは、政下のマークびあるケーブルをご使用ください。 



• 本プ U ンタに付属のプ U ンタドライバやユーティリティソフトのインス!-ール方法につ 
いては 、 User Software CD - ROM に収められている取扱説明書を参照してください。 


、 USB ケーブルで接続する場合 


USB ポートを装備したコンピュータに USB ケーブルで本プ U ンタを接続します。 




A 警告 •電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを接続するときは、 
アース線が接続されていることを確認してか5行ってください。アース線が接続されてい 
ない状態で行ラと、感電の原因になりまず。 

•電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを抜き差しするとき 
は、コネクタの金属部分に触れないでください。感電の原因になります。 


重要 


-コンピュータまたはプ U ンタの電源びオンになっている状態で USB ケーブルを抜を差し 
しないで<ださい。プ U ンタの故障の原因になりまず。 

•本プリンクは、双方向通信を巧います。片方向通信のプ U ントサーバや US 巨八ブ■切督 
器等を使用しての接続は、動作確認を行っておりませんので動作保証はできません。 


物 メモ I • 本プリンタの US 目インタフェースは、接続するコンピュータの日 S によって1；(下のよラに 
なっていまず。詳細については、お買いホめの販売店へお問い含わせ<ださい。 

- Windows 98 /Me : USB Full-Speed (USB 1.1 相当） 


•Windows 2000/ XP/Server 2003/ Vista : USB 2.0 Hi - Speed/USB Full-Speed 
(USB 1.1 相当） 

- Mac 日 S 目 、 X (1 日. 3 ぶじ(前 )、 X ( Classic ) : US 巨 Full-Speed (US 巨 1.1 相当） 

- Mac OS X (10.3.3 mp ま ）： USB 2.0 Hi - Speed/USB Full-Speed (USB 1.1 ネ目当） 


2-20 パソコンと接続ずる 


































•本プリンタを US 巨ケーブルで接続する場合は、メーカーによって US 巨の動作び保証され 
ているコンピュータをご使用ください。 

•お使いのコンピュータに対応した USB ケーブルびおわかりにな5ない場含は、コン 
ピュータを購入した販売店にお問い含わせください。 


1 USB ケーブルの B タイプ烟角い)側を本プリンタ背面の USB コネクタ 
へ接続します。 



2 USB ケーブルの A タイプ(平たし、)側をパソコンの US 己ポートへ接続し 
まず。 



プリンタの設置 


パソコンと接続ずる 2-21 



















































LAN ケーブルで接続ずる場合 


本プリンクを Ethernet ; などのネットワークに接続すると、ネットワーク上のパソコンから 
プ U ンタを共有して使用することびできます。 UNIX 、 Windows、Mac OS などの OS で 
使用可能です。 



本フ U ンタは、1 OBASE - T / 100 BASE - TX 対応のプ1」ントサーバを標準装備しており、ネッ 
トワークへ直接接続して Windows 、 Macintosh , UNIX などのパソコンからプリンタを共 
有することびできます。本プ U ンタのフリントヴーバは TCP / IP、 AppleTalk ( EtherTalk ) 
のプロトコルに対応しています。 


カテゴリ已対応のツイストペアケーブルで、本プ U ンタの LAN コネクタと八ブのポートを 
接続します。ケーブルや八ブなどは、必要に応じて別途ご用意ください。使用でさるケーブ 
ルや八ブについては、お買いホめの販売店にお問い合わせください。 



ムま意 プ U ンタにネットワークケーブルを接続ずるとをは、必ずプリンタの電源をオフにし、電 

源コンセントか！5電源プラグを巧いてから行ってください。感電の原因となることがあり 
ます。 


重要 


AppleTalk ネットワーク上に2台上の機器が接続されている場含、それぞれの電源は、 
10秒間隔をおいて入れてくださし、。 


メモ I •本製品は、 Ethernet の種類 （1 日日 BASE - TX または1日巨 ASE - T ) を自動認識します。 

- 100 BASE - TX . 1日巨 ASE - T 対応の機器び混在しているとさは、スイッチング八ブなど、 
100 BASE - TX .] 日 BASE - T の両方に対応した機器び必要です。詳しくは、お買いまめ 
の販売店へお問い合わせください。 
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•本プ U ンタをネットワークに接続した場合、ステータスプ U ントを巧ってプ U ントサーバ 
の MAC アドレスなどを確認し、ネットワーク日 S ( UNIX など）の設定やプ U ントサー 
バの設定を行ってください。これ5の設定については「ネットワークガイド/本編」を参 
照してください。 


1 図のように LAN ケーブルにフェライトコアを取り付けまず。 

フェライトコアはプリンタに接続するコネクタか5已 cm 内の場所に取0付けます。 



メモ I フェライトコアは、プ IJ ンタに同巧されています。 


2 LAN ケーブルを本プリンタ背面の LAN コネクタへ接続します。 

お使いのネットワークに合わせて、ネットワークボードの LAN コネクタに対応した LAN 
ケープ J レを接続してください。 
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電源コードを接続する 


本プリンタの電源コードとアース線の接続方法を説明します。接続する際には「安全にお使 
いいただくために」（一 P . viii ) を必ずお読みください。 


A}±M •感電防止のため、プ U ンタの電源コードが接続されていないことを確認してからアース線 
を接続してくださし、。 

•プリンタとコンピュータが US 日ケーブルで接続されているときは、感電防止のため 、 USB 
ケーブルを抜くか、コンピュータの電源コードを抜いてか！5アース線を接続してくださ 
し、。 


重要 


•プ U ンタとコンピュータのアース線を両方とも接続してください。片方だけ接続すると、 
機器間に電位差び生じ、故障の原因になることがあ0ます。 

•なるべくひとつのコンセントを専用にしてお使いください。 

• コンピュータ本体の補助コンセントに電源を接続しないでください。 

•本プ U ンタを無停電電源に接続しないでください。停電発生時に誤動作を起こしたり、故 
障するおそれびあ0ます。 


1 プリンタの電源スイッチがオフになっていることを確認しまず。 

電源スイッチの"〇"側を巧した状態びオフです。 
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2 電源コード差し込み□に、付属の電源コードをしっかりと差し込みます。 



3 アース線のキャップをがしてアース線を専巧のアース線端子へ、電源プ 
ラグを電源コンセントへ接続します。 



重要 


•取りがしたキャップは、大切に保管してください。 

-電源コードをがした隙は、アース線にキャップをして保管してくださし、。 
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給紙カセツトの用紙サイズを営録する 


給紙カセットに用紙をセットしたときは、セットアップメニューで用紙サイズを設定しま 
す。給紙カセットの用紙サイズは、工場出荷時は rA 4 J に設定されており、 A 4 サイズの 
用紙をセットした場合、この操作はす要です。 

標準の給紙カセット（カセット 1) の用紙サイズは、なの手順で「カセット1ヨウシサイ 
ズ」で設定します。オプションのペーバーフイーダの給紙カセット（カセット 2) を使用す 
るときも、同様の手順で「カセット2ヨウシサイズ」を設定します。 


重要 


•給紙カセットにセットされている用紙サイズとセットアップ ニューの用紙サイズを一 
致させてお使いください。一致していないと、「41ヨウシサイズカクニン」の六ッ 
セージび表示され、正しく印刷されません。 

•用紙サイズの設定は、プ U ンタ本体のセットアップメニューとプ U ンタドライバを一致さ 
せてお使いください。一致していないと 、 「PC XXX ヨウシニコウカン」のメッセー 
ジび表示されます。その場含[オンライン]を押すと、「カセット]ヨウシサイズ」ま 
たは「カセット2ヨウシサイズ」の設定びプリンタドライバの設定値に変更され、印刷 
を続巧することびでさます。 

•給紙カセットの用紙サイズを「フリー」に設定すると、プ U ンタドライバで設定した用紙 
サイズとのチェックを巧いません。必ずプリンタドライバで設定した用紙サイズと給紙力 
セツトにセツトした用紙が合っているか、確認してお使いください。 


メモ1 次の用紙は、略号で表示されまず。 

-レタ ー : LT 、 U - ガル： LG 、 エグゼクティブ： EX 、 ユーヴ設定サイズ： 8日〜白9、 
ユーヴ設定サイズ縦； 80 R 〜9目 R 、 フ U - : FR 


1 電源スイッチの T ’ 側を押して、プリンタの電源をオンにします。 



しば 5 くするとディスプレイに「00インヴツカノウ」や「00 UPS 」、 roo ESC / 
p 」 と表をされ、印刷巧能な状態になりまず。 
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重要 


正しく動作しなかったり、エラーメッセージび表示されたとさは、ユーヴーズガイド「第 
曰章困ったとさには」を参照してくださし、。 


2 [セットアップ]を巧しまず。 



3 [◄]、 [►] で「キュウシ J を選択し、 [0 K ] を f 甲します。 



4 [◄]、[►]で r カセット1用紙サイズ」を選択し、 [0 K ] を巧します。 



5 [◄]、 [►] で用紙のサイズを選択し、 [0 K ] を f 甲します。 



用紙サイズのちに「=」び表示され、給紙カセットの用紙サイズび設定されまず。 


の是 i 置一是觀 

プリンタ S 置 
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オプシヨン品の取り付け 


この章では、オプション品の取り付けかたについて説明していまず。 



ぺーパーフイーダ .3-2 

プ U ンタ本体を移動する .3-3 

框 I 包材を取り外し、ぺーパーフイーダを取り付ける .3-6 

ぺーパーフイーダを取りがす .3-10 

RAM/ROM.3-13 

RAM 、 ROM の取り付け位置について .3-14 

RAM 、 R 日 M を取り付ける .3-1 已 

RAM 、 ROM の設定について .3-22 

RAM または ROM を取りがす .3-23 
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ぺーパーフイーダ 


ペーパーフィーダは、プ1」ンタ本体の底面に取り付けて使用します。 



A 警告 ペーパーフィーダを取り付けるときは、必ずプリンタの電源をオフにし、電源プラグを抜 

き、プリンタ本体に接続されているずべてのインタフェースケーブルや電源コードを取り 
外してください。そのまま作業を行ラと、電源コードやインタフェースケーブルが傷つ 
さ、火災や感電の原因になります。 


重要 


•ペーパーフイーダのコネクタ （ A ) には触れないでください。故障や給紙不良の原因にな 
ります。 



-カセット2か5印刷する場含は、必ずカセット]びセットされていることを確認してか5 
印刷してください。カセット]びセツトされていない状態で、カセット2から印刷する 
と紙づまりび起こ0ます。 


@ メモ I ペーパーフィーダの用紙のセツト方法については、ユーヴーズガイド「第3章給紙•排 
紙のしかた」を参照してください。 
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ぺーパーフイーダ 



















プリンタ本体を移動ずる 


プ U ンタ設置後に、ペーパーフィーダを取り付けるときは、次の手順でプ U ンタをいったん 
適切な場所に移動させます。 

ik 警告プ IJ ンタ本体を移動させる場合は、必ずプ U ンタとコンピュータの電源をオフにし、電源 
プラグを抜さ、インタフェースケーブルを取り外してください。そのまま移動ずると、電 
源コードやインタフェースケーブルが傷つ走、火災や感電の原因にな0まず。 

A ま意給紙カセツトを取り付けた状態で持ち運ばないでください。給紙カセツトび落下し、けが 
①原因になることがありまず。 


1 プリンタとコンピユータの電源をオフに しの、 USB ケーブルを巧き ⑨、 
電源プラグを電源コンセントか5抜いて ③、 アース線を専用のアース線 
端子か日取り外します④。 



2 ずべてのインタ フエー スケーブルや電源コードを取りがします。 


ぺーパーフイーダ 
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3 給紙カセットを引さ出します。 



4 プリンタ本体を設置場所か日移動します。 

プ U ンタ本体下部にある運搬用取っ手に、プ I 」ンタ前面から手を掛け、両手でしっかり持つ 
て < ださし、。 
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ぺーパーフイーダ 













































ムま意•本プリンタは、給紙カセットを取り付けていない状態で約1目ぶ kg ありまず。腰などを痛 
めないよラに注意して持ち運んでください。 

•絶巧に本体前面や背面など、運搬用取っ手扮外の部分を持たないでください。落としてけ 
びの原因になることがあ0ます。 




•必ずプリンタ前面か5持って、持ち運んでください。背面か5持つとパランスを崩して、 
プ U ンタが落下し、けがの原因になることがあります。 



重要 


必ず前カバーやヴブ排紙トレイび閉まっていることを確認してから持ち運んでくださし、。 


ぺーパーフイーダ 
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徊包材を取りがし、ぺーパーフイーダを取り付ける 


ペーパーフィーダは、プ1」ンタ本体の底面に取り付けます。 

ik を意-プリンタやペーパーフィーダはゆっくりと慎重におろしてくださし、手などを挟むと、け 
がの原因になることがあ0ます。 

-給紙カセツトを取り付けた状態で持ち運ばないでください。給紙カセツトび落下し、けび 
の原因になることがあります。 


@ メモ] お包材は予告なく位置-形状び変更されたり、追加や削除されることびあります。 


1 給紙カセツトを止めているテープを取り外しまず。 



2 ぺーパーフイーダか5、給紙カセットを引き出しまず。 
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ぺーパーフイーダ 


















3 給紙カセツト内部の個包材を止めているテープ (4 箇所)を取りがします。 



4 給紙カセツトに付いている個包材を取りがします。 



重要 


•給紙カセツトには、捆包材び取0付けられています。必ず給紙カセツトを引を出し、残さ 
ずに取0外してください。 


ぺーパーフイーダ 


3-7 














•給紙カセットの黒いゴムパッド （ A ) には触れないでください。給紙不良の原因になりま 
す。 



5 ペーパーフィーダを設置場所に置きまず。 

ペーパーフィーダを持ち運ぶとさは、両手で左ちの運搬用取っ手を持って運んでください。 



オプシ m ン品®取り付け 
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ぺーパーフイーダ 






















•本プ u ンタおよびオプション品の質量で歪んだり、なむ可能性のある場所（じゅラたん、 
昌などの上）には設置しないでください。 

• プ U ンタ本体を載せたり、電源コードやインタフェースケーブルなどの接続作業びでさる 
ように、周囲に十分なスペースを確保しておいてください。 


6 プリンタ本体をぺーパーフイーダの両側面や前面に合わせてゆっくりと 
載せまず。 


プ IJ ンタ本体を載せるときは、位置まめピン （ A ) やコネクタ （ B ) も合わせてください。 



ぺーパーフイーダ 
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重要 


プ U ンタ本体びペーパーフイーダにうまく載5ないときは、一度プ U ンタを持ち上げて、 
水平にしてから載せなおしてください。プ U ンタを持ち上げずに無理に載せようとする 
と、ペーパーフイーダのコネクタや位置決めピンが破損することがあります。 


7 給紙カセットをプリンタ本体、ぺーパーフィーダにセットします。 

8 USB ケーブルに(がのインタ フエー スケーブルや電源コードを接続しま 
ず。 

9 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 

10 USB ケーブルを接続します。 


重要 


ペーパーフィーダの設置懐、はじめて給紙カセツトに用紙をセツトするときは、必ずプ U 
ンタの電源を一度入れてから巧ってください。 


乂モ」ペーパーフィーダを装着した後は、プ U ンタドライバの[デバイスの設定]ページでオプ 
ション機器の設定び必要になります。[デバイスの設定]ページの[デバイス情報取得] 
ボタンをクリックすると、プ U ンタのオプション情報び自動的に取得でさます。 


ペーパーフィーダを取りがす 


ペーパーフィーダの取りがしは、次の手順で行います。 

ik 警告 ペーパーフィーダを取り外すときは、必ずプ U ンタとコンピュータの電源をオフにし、電 
源プラグを抜き、プリンタ本体に接続されているすべてのインタフェースケーブルや電源 
コードを取り外してください。そのまま作業を行うと、電源コードやインタフェースケー 
ブルが傷つさ、火災や感電の原因になります。 

注意-給紙カセツトを取0付けた状態で持ち運ばないで<ださい。給祇カセツトが落下し、けが 
の原因になることがあります。 
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•ペーパーフィーダを取り付けた状態で持ち運ばないでください。ペーパーフィーダが落下 
し、 けがの原因になることびあります。 



重要 


プリンタの移動や修理の際は、ペーパーフイーダや給紙カセツトを取り外してください。 


1 プリンタとコンピユータの電源をオフにし①、 USB ケーブルを巧き③、 
電源プラグを電源コンセントか！5巧いて③、アース線を専用のアース線 
端子か日取りがします④。 

ム すべてのインタ フエー スケーブルや電源コードを取りがしまず。 

〇 プリンタ本体、ぺーパーフイーダか日給紙カセットを引き出します。 

4 プリンタを持ち上げて、ぺーパーフイーダか日取りがします。 

5 ぺーパーフイーダを移動します。 

6 プリンタ本体を設置場所へ戻します。 

/ 給紙カセットをプリンタ本体にセットします。 

8 USB ケーブルがのインタフエースケーブルや電源コードを接続しま 
ず。 
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9 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 

10 USB ケーブルを接続します。 


オプシ m ン品®取り付け 
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RAM/ROM 


お張 RAM 、 コント□-ル ROM は、プリンタち側のメインボードに取り付けて使用します。 
取り付けたあと、必要に応じて RAM や ROM を設定しまず。!;(下のことに気を付けて RAM 
や ROM の取り付けを行ってください。 


^警告 RAM や ROM を取り付けるときは、必ずプ U ンタ①電源をオフにし、電源プラグを巧き、 
プ IJ ンタ本体に接続されているずべてのインタフェースケーブルや電源コードを取りか 
してください。そのまま作業を行5と、電源コードやインタフェースケーブルび傷つき、 
义災や感電の原因になりまず。 


A ■ま意 ram 、ROM の取り扱いにはま意してください。 RAM, ROM の角や部品の銳利な部分 
に触れると、けがの原因になることがありまず。 


重要 


•RAM と ROM は、形状や取0付ける位置、取り付けち法び異なります。取り付け位置や取 
0付けちまを間違えないよラに気を付けてください。間違えると正しく動作しません。 
•RAM や ROM には、静電気に敏感な部品などび使用されています。静電気による破損を防 
止するために、取り扱いに当たっては次のことをお守りください。 

-一度室内の金属部分に手を触れ、体の静電気を逃びしてか5作業をしてくださし、。 

-作業中にディスプレイなど、静電気を発生しやずいものに触れないでください。 

-メインボードの部品やプ U ント配歉コネクタには直接手を触れないでくださし、。 

-静電気の影響を避けるために、 RAM や ROM は取り付ける直前まで保護袋か5取り出 
さないで < ださい。 

•メインボードにあるスイッチには絶対に触れないでください。スイッチを動かすとプリン 
夕び正常に動作しません。 


RAM/ROM 
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RAM 、 ROM の取り付け位置について 


RAM と R 日 M は、取り付ける位置が異なります。取り付ける前に図を参照して、取り付け 
位置を確認してから作業を行って<ださい。 



オプシ m ン品®取り付け 
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RAM 、 ROM を取り付ける 


RAM と ROM は、次の手順でプ U ンタ本体のメインボードに取り付けます。取り付け作業 
には、プラスドライバび必要です。あらかじめネジに合ったサイズのをのをご用意ください。 


1 プリンタとコンピユータの電源をオフにし①、 USB ケーブルを巧き⑨、 
電源プラグを電源コンセントから抜いて③、アース線を専巧のアース線 
端子から取りがします④。 



2 ずべてのインタ フエー スケーブルや電源コードを取りがします。 

作業用スペースび十分とれない場合は、作業しやすい場所にプ1」ンタを移動します。 


RAM/ROM 
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3 プリンタ背面のちカバーを止めているネジを取りがします。 



4 ちカバーを取り外します。 


ちカバーを矢印の方向にスライドさせますの。 



オプシ m ン品®取り付け 
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ちカバーを取りがします®。 



5 ス□ットカバーを取りがしまず。 

ス□ットカバーを開けます①。 



オプ<>ミ=お取り付け 
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ス□ットカバーをかし持ち上げて②、ち印の方向にス□ットカバーを取り外しまず③。 



重要 


- y インボードの部品やプリント配線、コネクタには直接手を触れないでください。 

. 作業中にネジなどの金属び^インボードに触れないよラに気を付けてください。 

•製品内部に、ネジやクリップ、ステイプル針などを落とさないでください。これ5び製品 
内部に落ちたときは、電源プラグを電源コンセントに接続しないで、お買い求めの販売店 
にご連絡くださし、。 


啄 メモ] RAM や R 日 M の取り付ける位置は]^: TF のとおりです。取り付け位置を確認してから RAM 
や ROM を取り付けてくださし、。 
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6 RAM や ROM を取り付けます。 


• RAM を取り付ける場合 

□ 黒色の RAM ス□ットへ図のよラに切り夕きに合わせて差し込み①、奥まで 
しっかりと巧し込みます②。 



RAM が正しく取り付け5れると、 RAM ス□ット両端のレバーが閉じまず。 

• ROM を取り付ける場合 

□ ROM の突起とコネクタの溝を合わせて、奥までしっかりと巧し込みます。 



A ま 意 メインポードの部品や RAM 、 ROM のちでけがをしないようにま意してくださし、。 
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7 ス□ットカバーを取り付けての、閉めまず®。 
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8 図のようにちカバーを取り付けての、スライドさせます ②。 




重要 


ちカバーやス□ットカバーを取り付けていない状態でプ U ンタの電源をオンにしないで 
ください。故障の原因になることがあ0ます。 
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9 ちカバーをネジで固定します。 



10 USB ケーブルに(がのインタ フエー スケーブルや電源コードを接続しま 
す。 


11 アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続 
します。 


12 USB ケーブルを接続しまず。 


RAM 、 ROM ①設定について 


RAM や ROM を取り付けたあとは、必要に応じて次の設定を行って<ださい。 

拡張 RAM -必要に応じて;<ニューの印字調整グループの設定を行ってください。 

コント□ール ROM 一 方ニュー磯能で設定します。 

メモ I -操作パネルの六ニュー機能のエミュレーションモードの設定については LIPS 機能ガイド 
「第2章メニューの機能と操作」またはオプションのコント□ール ROM に付属の取扱説 
明書を参照して < ださい。 

•プ U ンタドライバの[デバイスの設定]ページでオプション機器の設定び必要になりま 
す。[デバイスの設定]ページの[デバイス情報取得]をク U ックすると、プ U ンタの才 
プション情報び自動的に取得でさます。 
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RAM または ROM を取りがす 


RAM または R 日 M は、プ U ンタ本体のちカバー、ス□ットカバーを取りがしてから、次の 
手順で取り列します。 

ik ま意 - RAM や ROM を取り列すときは、必ずプリンタの電源をオフにし、プ U ンタ本体に接続さ 
れているすべてのインタフェースケーブルや電源コードを取りがしてか！5作業を行って 
ください。そのまま作業を行うと、感電の原因になることがありまず。 

• RAM 、 ROM の取り扱いには注意してくださし^。 RAM 、 R 日 M の角や部品の鋭利な部分に 
軸れると、けがの原因になることがあります。 


メモ I ちカバー、ス□ットカバーの取りがしや取り付け手順は 「 RAM 、 ROM を取り付ける」 
(一 P .3-1 己）を参照してください。 

■ RAM の取りがしかた 

RAM ス□ット両端のレバーを同時に矢印の方向へ押すと①、 RAM が外れます思)。 



■ ROM の取りがしかた 

R 日 M の端を持って、 R 日 M を引さ抜さます。 



オプ<>ミ：お取り付け 
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プリンタの動作と機能を 
確認ずる 


この章では、設置後のプ U ンタの状態や設定値などを確認するち法、 
確認について説明しまず。 



プリントサーパの動巧- - -バ 


動作を確認する .4-2 

プ U ンタの動作を確認ずる .4-2 

プ U ントサーバの動作を確認ずる .4-5 
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動作をお認する 


本プリンタには、現在使用可能な機能および現在の設定値をお認するためのステータスプ U 
ント機能びあります。また、本プ U ンタをネットワークに接続している場合は、プリント 
サーバの動作が態をランプで確認することびでをます。プ1」ンタの準備や接続び終了したら 
ステータスプ U ントやプ U ントサーバの動作確認を行い、正しく動作ずることを確認してく 
ださい。 


プリンタの動作を確認ずる 


現在使用できる機能や こユー設定値の一覧を確認するときは、ステータスプリントを行い 
ます。 


@ メモ] •ステータスプリントは、 A 4 サイズの用紙に印刷します。給紙カセットか手差しトレイに 
A 4 サイズの用紙をセットしてくださし、。 

-プ U ンタの操作パネルか5^ニューで設定した値は、ステータスプ U ントにも反映されま 
す。例えば、自動両面印刷び設定されている場合は、ステータスプ U ントを両面に2ペー 
ジ分印刷されます。ただし、コピー枚数は無視され、常に]枚の用紙び印刷されます。 

ステータスプリント 

ステータスプリントは、なの手順で行います。 


1 電源スイッチの T ’ 側を巧して、プリンタの電源をオンにします。 



しば5くするとディスプレイに「0日インヴツカノウ」や「00 UPS 」、 「日日 ESC / 
P 」 と表をされ、印刷可能な状態にな0ます。 
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動作を確認ずる 











重要 


正しく動作しなかったり、エラー^ッセージび表示されたときは、ユーヴーズガイド「第 
已章困ったとさには」を参照してください。 



2 プリンタがオンラインになっていることを確認します。 

オンライン状態になっていない場合、[オンライン]を押しまず。 



3 [ユーティリティ]を巧します。 



ディスプレイに「ステータスプリント」と表示されまず。 



4 [0 K ] を巧します。 



ステータス プ IJ ントが印刷されまず。 

ステータスプリントの内容 

ステータスプ U ントを行ラと、次のよラに印刷されまず。ステータスプリントでは、現在使 
用でさる機能や、プ U ンタ機能メニューで設をされている設定値の一覽、プ U ンタに内蔵さ 
れているソフトウェアや八ードウェアのバージョン名、印刷枚数などをお認でをます。印刷 
枚数は、ステータスプ U ントのち下にある 「Page Count」 で確認できまず。 


動作を確認ずる 
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重要 


ここに掲載されているステータスプ u ントはサンプルです。お使いのプ u ンタで出力した 
ステータスプ U ントとは一部内容び異なる場合びあ0ます。 


canon 


LBP3410 


ジ 3 ン： 
サブ /1— ジ 9 ン； 
エンジン " ーヴ 3 ン： 


RAMW 山； 64 畑 


お巧なおグループ 

义リープモード.バネルホフ 
エラースりーブ；す& 

スリープモード# UMII 1|;15 か 
»のトナー公田 

1‘1れエラースキップ：しない 

II 本 * 


" キルぶ山■市 
ブヴー 
トナーな & で W 
. 1 化なし 


ディ 


..-vt-JH 化 
ウェイクアップダイ r 
ウ I イクアッ :/ I4M 
スリープブイマー 
スリー プ叫 M 
— プスり —' プ 9 イマ … 
デイープスリーブ i.iM 


サ 5 
す 6 

出わない 
口；00 
化わない 
12:00 
化わない 
口;00 


デ 7* ルト III 紙サ - 
で夕 ! しトレイ JII ■[ サ • 
カセットり 1| 紙サ - 
カセツ I'jJiilhf- 

で巧しトレイ I 
JHK 本せ甘卜 1 


flftigiK/f ちしトレイ 


，トレイ B 
せ甘トレ 
r: ちしトレ . 
々セット 

; ； P しトレ 1 
々セット 
カセット 2; 
HI 紙タイプ ： t 
田 W:t 


レイアウトグループ 

コピー 

M 似 


けな I り而四 W : す古 


印を巧整グループ 

スーパースムーブ；化ウ 
. I,; 口巾 


KM 凹押 

ド5フトモ—ド 

トナー宙ぶ 
中间*1/チキスト 
グラフイックス 
ジ 

M 円* W 


mm 

1i,M 


インタフエースグループ 

インタフエー X« 江 WSB;tt ウ 
« 中 N/W:tt ク 
タイムアウト：け巧 
コネクシ 9 ン込 ! d; す 4 


動作モードグルーブ 

it ホモード供 
i'i*teiM(rtJPS ： tt-4 
ESO,:tt ウ 
こミ -t レーシ a ン；なし 


ユーザメンテナンスグループ 

トレイ «[( み ' HMil:: OOfflm 


ill 

wi , 巧制細 

Si 


00 mm 
する 

出わない 
しない 
H 円 K 化 1 
しない 
しない 


«冉コントローラ 


田甲ネットワーク 


Manuhchirer : 
MmIcI: 
DcKTiptiofl : 


- ジ 3 ン： 
C Alfdrcss : 


UPSU. キ中ノン tt ぶな化の扣巧で 

ESOPiJ. セイコーエプソンみぶ公れのけ田です • 


ベンダ -' '1D: 
ブロブクトの： 

シリ 7 ルナン " 一： 
USBlMl: モード； 


Cmw わ主び白 noo ロゴはキヤノンな式を扫 : の HB です • 

2005/12/08 21:21:58 


Page Count 0002811 


€ 


プリンタの動作と機能を確認ずる 



4-4 


動作を確認ずる 


















プリントサーバの動作を確認ずる 


プ1」ントサーバの動作お認は、次の手順で行います。 


1 図のように LAN ケーブルにフェライトコアを取り付けまず。 

フェライトコアはプ U ンタに接続するコネクタ占、6己 cm じ(内の場所に取り付けます。 



メモ I フェライトコアは、プ U ンタに同框 I されています。 

2 LAN ケーブルを本プリンタ背面の LAN コネクタへ接続します。 
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3 LAN ケーブルの反対側を八ブのコネクタへ接続します。 



4 電源スイッチの T ’ 側を巧して、プリンタの電源をオンにします。 



しば6くすると、ディスプレイに「日0インヴツカノウ」や「日0 LIPS 」、 「日日 ESC / 
P 」 と表示され、印刷可能な状態になります。 


ffc 穿 正しく動作しなかったり、エラー^ッセージび表示されたとさは、ユーヴーズガイド「第 
己章困ったとさには」を参照してくださし、。 
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5 プリントサーパ’の TX / RX ランプび点!打していることを確認しまず。 

] 日 BASE - T の場含は、1日ランプび点灯していれば、正常です。 

]日日目 ASE - TX の場合は、1 日日 ランプび点 口して いれば、正常でず。 


1日日ランプ 
10ランプ 
下 X / RX ランプ 


正常に動作していない場合は丄 AN ケーブルの接続や八ブの動作状態を確認してくださし、。 
他の機器がずベて正常に動作している場合は、プ U ンタの電源をオフにし、プ U ントサー 
バの通信設定 ( Ethernet ドライパの設定）を接続したネットワークに合わせて変更してく 
ださい。（ーネットワークガイド/本編「第2章ネットワークの共通設定」） 


6 確認が終わった日、電源スイッチの"〇"側を巧してプリンタの電源を 
オフにします。 
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CHAPTER 


この章では、各部の寸法や、ソフトウェアのパージョンアップち法、保守サービスのご 案内 一- 
などを記載していまず。 


各部の寸法 . 已 -2 

索引 .5-4 

保守ヴービスのご案内 . 已 -6 

キヤノン保守契約制度とは . 巳-巨 

キヤノンサービスバックとは . 巳-6 

補修用性能部品 . 巳-7 

無償保証について . 已 -8 

シ U アルナンパ'—の表示位置について . 已-日 

ソフトウエアのパ'-ジョンアップについて . 已 -1 1 

情報の入手方法 . 己-11 

ソフトウエアの入手方ま . 己-11 
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各部のマ法 


■ プリンタ本体 

.標準仕様 


給紙カセット ヴブ排紙トレイ 



手差しトレイ 



210 


•ペーパーフィーダ装着仕様 


給紙カセット 


ヴブ排紙トレイ 手差しトレイ 


(mm) 
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■ぺーパーフイータ‘ユニット PF-3 色 



各部の寸法 
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保守 サービスの ご案内 


■ ご購入製品をいつまでもベストの状態でご使用いただくために 

このたびはレーヴビームプ U ンタをご購入いただき誠にありびとうございます。さて、ち 
曰ご愛用いただくレーヴビームプ U ンタのな守サービスとして、「キヤノンな守契約制 
度」と「キヤノンサービスパック」を用意しています。これらはキヤノン製品を、いつ 
も最高の状態で快適に、ご使用いただけますように充実した内容となっており、キヤノ 
ン認定の「サービスエンジニア」び責任ををって機能の維持管理等、万全の処置を行い 
ます。お客様と、キヤノンをしっかりとつなぐ保守サービスで、キヤノン製品を末永く 
ご愛用賜りますよラお願い申しあげます。 


キヤノン保守契約制度とは 


キヤノン製品をご購入を、定められた無償修理保証期間中に万一発生したトラブルは無償で 
サービスを実施します。保守契約制度とは、この無償保証期間の経過後の保守サービスを所 
定の料金で実施するシステムです。（製品により無償修理保証期間び異なります。また、一 
部無償修理保証期間を設けていない製品をあります。） 


お客様 


キヤノンマーケティングジャパン（株） 


又はキヤノン認定サービス店 


保守サービス 



キヤノン保守契約制度のメリット 


■ 都度の修理料金は不要 

保守契約料金には、訪問料、技術料、部品代び含まれています。 

万一のトラブ J レ時も予期せめ出費び発生することびありません。 

■ 巧守点検の実施 

お客様のご要望により、機器の保守点検を追加できます。（別途、有料となりまず。） 


キヤノンサービスパックとは 


キヤノン製品を長期間にわたって、まむしてご使用いただくための保守サービスを、お手軽 
にご購入でさるよラパッケージ化した新しいタイプのサービス商品です。巧をのキヤノン製 
品をご購入後、3年間、4年間、已年間のタイプを用意しています。（無償修理保証期間を 
含みます） 
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キヤノンサービスパックのメリット 


■ 簡単登録 

従来の保守契約とは違い、面倒な手続きは一切不要。キヤノンサービスパックを購入後、 
登録カードをご送付いただくだけで手続きは完了しまず。 

■ 電話一本 

万一のトラフルび発生したときは、キヤノンサービスコールセンターにお電話にてお客 
様のとトラブルの内容をお知らせいただくだけで、迅速に対応します。 

■ 固定料金 

キヤノンサービスパックのご購入料金び、期間中のサービス料金に相当します。予期せ 
め出費び防げるため、予算計画ち立てやすくなります。 

キヤノンサービスバックのヴービス範囲 

故障時の修理-調整：故障び発生した場合、その修理-調整をおこないまず。 

修理料： 修理時に発生ずる訪問料金-巧術料-部品化はキヤノンサービスパック料金 

に含まれまず。（消耗品およびキヤノン指定の部品は対象外とな0まず） 

保守期間： 対象製品購入後、3年間、4年間、已年間でず。（保記期間を含みまず） 

V_ ) 

なお、天災、义災、第兰者の改造等に起因するトラブルや消耗品代、キヤノン指定の部 
品代は、「キヤノン保守契約制度」と「キヤノンヴービスパック」ともに対象がとなります。 

「キヤノン保守契約制度」と r キヤノンヴービスパック」に関するお申し込み、お問合せは 
お買い上げの販売店ちしくはキヤノンマーケティングジャパン（株）までお願いいたし 
ます。 

キヤノンサービスパックの登録有効期間は、本体ご購入後90曰しソ内となります。 


補修用性能部品 


本機の補修用性能部品の最低な有期間は、本機製造巧ち切り後7年間です。 


な守ヴービスのご案内 
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無償巧証について 


•本製品の無償保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

•無償保証の保守サービスをお受けになるためには、本製品に同おの保証書び必要です。あ 
らかじめ保証書の記載内容をごお認の上、大切に保管してください。 
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シリアルナンパーの表示位置について 


本プリンタの保守ヴービスをお受けになるときは、シリアルナンバー (Serial No .) が必要 
になります。本プリンタのシ U アルナンバーは、下図の位置に表示されています。 


重要 


シ U アルナンバーび書かれたラベルは、サービスや保守の際の確認に必要です。絶対には 
びさないで < ださし、。 


■ 本体背面 



■ プリンタ内部 



シリアルナンバーの表示位置について 
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■ 栖包箱が側 
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ソフトウェ アの I V — ジヨンアツプについて 


プ U ンタドライバなどのソフトウェアに関しては、今を、機能アップなどのためのバージョ 
ンアップび行われることびあります(-ジョンアップ情報およびソフトウェアの入手窓 □ 
は次のとおりです。ソフトウェアのご使用にあたっては、ち使用許諾契約の内容について了 
解いただいたをのとさせていたださます。 


情報の入手方法 


インターネットを利用して、バージョンアップなど、製品に関する情報を引き出すことびで 
さまず。通信料金はお客様のご負担になりまず。 

■ キヤノンホームぺージ （ http :// canon . jp /) 

商品のご紹介やち種イベント情報など、さまざまな情報をご覽いただけます。 


ノフトウエアの入手方法 


ダウン□ー ドにより、プリンタドライバなどの最新のソフトウエアを入手することびできま 
す。通信料金はお客様のご負担になります。 


■ キヤノンホームぺージ （ http :// canon . jp /) 

キヤノンホームページにアクセス後、ダウン□-ドをク U ックしてください。 
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消耗品-オプション製品はお買い上げ頂いた販売店、またはお近くの 
キヤノン製品取り扱い店にてお買いホめください。ご不明な場合は、 
下記お客様相談センターまでご柏談ください。 



修理サービスご相談窓 □ 


修理のご相談は、お買い上げ頂いた販売店にご相談ください。 
ご不明な場合は、下記お客様相談センターまでご相談くださし、。 


Canon 


キヤノン株式会社-キヤノンマーケティングジャパン!会社 


お客様相談センター(全国共通番号） 

050 - 555-90061 

[受付時間] く 平日 >9: 日日〜 20: 日日く ±曰祝日 > 1ひ0 日〜 17: 日日 
(1/1 〜3は休ませていただきまず） 

※上記番号をご利用いただけない方は日 43-211-9 目27をご利用ください。 

※口電話をご利用の場含、プ□バイダーのサービスによってつなが5ない場含があります。 

※受付時間は予告なく変更する場合があります。あ6かじめご了承ください。 

キヤノンマーケティングジャパン株式を社 干 108-801 1 東京都港区港南 2 - 16-6 

Canon ホームぺージ： http://canon.jp 
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